
一
粒
の
麦

梅
　
野
　
典
　
平

彼
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
公
言
。（
イ
ェ
ス
を
キ
リ
ス
ト
と
、
思
い
決
め
た
る
輩
の
謂
か
）

「
観
音
寺
教
会
で
、
洗
礼
を
受
け
た
の
も
事
実
」（
前
総
理
秘
書
官
・
衆
議
院
議
員
・
森
田
一
さ
ん
が
如
水
会
発
行
の
大
平
正
芳

総
理
を
偲
ぶ
写
真
集
に
、
ご
寄
稿
の
文
中
か
ら
）

そ
の
受
洗
の
後
か
前
か
、
高
松
高
商
に
工
学
博
士
佐
藤
定
吉
先
生
ご
来
校
。
演
題
「
科
学
と
宗
教
」。
大
宇
宙
を
貫
く
、
真
理
あ

り
！
と
、
ご
熱
演
。
全
国
行
脚
、
大
学
高
専
「
イ
ェ
ス
の
僕し
も
べ
会
」
を
結
成
。
本
校
で
も
、
支
部
結
成
の
一
群
が
、
提
灯
つ
け
て
路
傍

伝
導
。
彼
の
名
そ
の
な
か
に
あ
り
と
聞
く
。

私
。
何
ン
じ
ゃ
、
ヤ
ソ
か
。
無
感
動
。
ネ
ィ
チ
ュ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
・
ザ
ン
・
マ
ン
！
開
口
一
発
大
音
声
。
社
会
運
動
家
の
賀
川

豊
彦
先
生
も
、
ご
来
校
。
奇
抜
な
話
術
に
釣
ら
れ
て
、
そ
の
夜
、
高
松
公
会
堂
へ
。
聴
衆
ゲ
ラ
ゲ
ラ
。
笑
っ
て
お
る
う
ち
に
「
神
の
国

運
動
」。
即
ち
ヤ
ソ
の
伝
導
宣
伝
と
わ
か
る
。
決
心
カ
ー
ド
が
配
ら
れ
、
住
所
と
姓
名
を
記
入
さ
れ
た
し
と
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
ヨ
。

彼
と
私
。
校
内
の
紫
雲
寮
に
、
あ
る
期
間
と
も
に
暮
し
た
勘
定
に
な
る
ワ
ケ
な
れ
ど
、
つ
い
に
相
知
る
こ
と
な
し
。
彼
に
先
立
つ

一
年
、
昭
和
二
年
入
学
。
在
寮
三
年
。
昭
和
五
年
、
東
京
商
大
入
学
。（
こ
こ
ま
で
は
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
な
れ
ど
）

「
テ
ン
ペ
ー
君
、
ド
ー
し
た
。
前
置
が
長
い
ぞ
。
お
得
意
の
揶
揄
や
皮
肉
、
受
け
て
立
つ
ぞ
ヨ
」（
ニ
ッ
コ
リ
細
目
、
唇
を
綻
ば

せ
た
写
真
を
前
に
し
て
は
、
ペ
ン
先
が
に
ぶ
る
で
ナ
ア
）

彼
。「
聖
書
」
に
親
し
み
、
耽
読
す
る
に
つ
れ
、
社
会
科
学
に
興
味
を
失
い
、
さ
ら
に
、
ロ
ク
マ
ク
を
患
う
て
、
一
年
間
を
休
学
。



（
こ
の
点
、
不
思
議
。
後
塵
を
拝
し
て
、
と
申
す
べ
き
か
、
や
が
て
そ
の
轍
を
ふ
み
受
洗
。
さ
ら
に
彼
と
軌
跡
を
一
に
し
て
、
休
学
）

彼
。
高
松
高
商
卒
後
、
明
色
ア
ス
ト
リ
ン
ゼ
ン
の
桃
谷
順
天
館
に
。
何
思
い
け
む
、
昭
和
八
年
、
東
京
商
大
入
学
。
そ
こ
で
初
め

て
、
両
者
の
め
ぐ
り
あ
い
と
な
る
。

本
来
な
ら
、
私
は
卒
業
。
す
れ
違
い
と
な
る
ワ
ケ
で
あ
る
。
は
ず
か
し
な
が
ら
落
第
し
た
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
四
年
生
だ
。

初
見
の
新
入
生
と
は
、
落
差
隔
絶
。（
こ
の
瞬
間
、
一
番
よ
ろ
し
。
あ
と
は
逆
転
一
路
。
つ
い
に
、
大
勲
位
と
二
等
兵
！
）

私
。
神
田
一
ツ
橋
へ
、
小
石
川
原
町
よ
り
歩
い
て
通
学
。
国
立
町
に
校
舎
移
転
で
、
後
半
の
下
宿
屋
は
北
多
摩
郡
国
分
寺
村
に
。

彼
。
逢
う
た
び
、「
国
分
寺
で
、
よ
く
ご
馳
走
に
な
っ
た
も
の
だ
ヨ
」
と
。「
ソ
ン
ナ
記
憶
な
し
」。「
キ
ミ
が
、
ボ
ケ
た
ン
だ
ヨ
」。

（
未
決
事
項
）

私
。
一
つ
違
い
の
従
兄
、
井
深
大
の
誘
導
に
て
、
飯
田
橋
の
富
士
見
町
教
会
で
受
洗
。
国
分
寺
村
に
移
り
て
よ
り
、
京
王
沿
線
の

松
沢
教
会
・
賀
川
豊
彦
に
私
淑
。
昼
食
は
、
い
つ
も
先
生
の
家
で
。

彼
。
思
い
出
話
。「
賀
川
さ
ん
の
家
で
、
麦
め
し
ウ
マ
か
っ
た
ナ
ァ
」。

あ
る
日
。「
今
夜
、
府
中
幼
稚
園
で
賀
川
さ
ん
の
話
が
あ
る
ン
じ
ゃ
が
」。
夕
食
後
、
同
じ
国
分
寺
村
の
彼
の
下
宿
に
、
迎
え
に
行

き
、
バ
ス
で
府
中
へ
。「
山
上
の
垂
訓
」
終
り
、
彼
を
紹
介
。

両
名
揃
う
て
改
札
口
で
、
先
生
を
見
送
る
。
薄
暗
き
ホ
ー
ム
か
ら
、
突
如
、
大
声
が
、「
オ
オ
ヒ
ラ
君
！
　
お
雑
煮
喰
わ
す
か
ら
、

お
正
月
に
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ヨ
」。（
何
ン
じ
ゃ
、
オ
レ
に
こ
い
、
と
い
わ
ん
が
）

帰
途
は
徒
歩
。
府
中
刑
務
所
あ
た
り
、
♪
イ
ェ
ス
よ
、
心
に
宿
り
て
…
…
讃
美
歌
、
う
た
い
つ
つ
。

（
高
松
高
商
・
東
京
商
大
同
窓
生
）

大平正芳回想録―追想編


